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平成 24 年（2012 年）1 月 27 日 
 

H E A D L I N E S 

政治 
コモロフスキ大統領，ＥＵＲＯ２０１２治安対策の国家安全保障会議を召集 

偽造品の取引の防止に関する協定（ＡＣＴＡ）署名をめぐる騒動 

コモロフスキ大統領，医薬品費還付に関する改正法案に署名 

ＥＵの新財政協定への署名の見通し 

連立与党，２０１２年予算改正案を提出 

ブマル社，インド企業と装甲回収車２０４台の供給に関する契約を締結 

トゥスク首相，政府専用機墜落事故の再調査必要なしと発表 

シェモニャク国防相，チェコ国防大臣と会談 

ババカン・トルコ副首相兼経済相，ポーランド訪問 

外務省，獄中死したキューバの政治犯に弔意を表明 

アンナ・コモロフスカ大統領夫人，カタール訪問 

シャモニャク国防相，軍検察の文民検察への統合を了承 

ポーランド・露対話と和解センター，青年交流プログラムを開始 

経済 
ドイツがポーランドの原子力発電所建設計画を中止させることはない見込み 

発電所建設の遅延 

シェール・ガス開発の動向 

独タランクス＆明治安田生命，Ｗａｒｔａ社を買収 

農産物輸出額が増加 

ＣＯ２排出権入札制度の未整備 

新興国進出企業がポーランドのポテンシャルを高く評価 

経済成長を上方修正 

ポーランド航空，２０１２年内に民営化を予定 

ＰＧＮｉＧ社によるガス火力発電 

社会 
コペルニカ小児病院の新病棟オープン 

大使館からのお知らせ                                                          
ヴロツワフ領事出張サービスについて 

東日本大震災義捐金受付について 

文化行事・大使館関連行事 

在ポーランド日本国大使館 

ul.Szwolezerow 8, 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm 
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政    治 

内    政 
 

コモロフスキ大統領，ＥＵＲＯ２０１２治安対策の国家

安全保障会議を召集【１９日】 

１９日，コモロフスキ大統領は，今年６月に開催さ

れる欧州サッカー選手権（ＥＵＲＯ２０１２）の治安対

策を協議するため，国家安全保障会議を召集。同会

議の新メンバーに，コパチ下院議長，チホツキ内務

相，パリコト「パリコト運動」党首，ミレル民主左翼連

合（ＳＬＤ）党首が加わった。 

 

偽造品の取引の防止に関する協定（ＡＣＴＡ）署名を

めぐる騒動【２１～２５日】 

ポーランドのＡＣＴＡ署名をめぐり，同署名に反対

するハッカー集団「アノニマス（匿名）」が，ポーランド

政府各省庁のＨＰをハッカー攻撃し，一時同サイトが

アクセスできない状態となった。この事態を受けて，

２３日，トゥスク首相は，ボニ行政デジタル相，ズドロ

イェフスキ文化相らと対応を協議し，２４日の閣議後

の記者会見にて，東京にてＡＣＴＡの署名を行う立場

を表明した。同署名後，下院にてＡＣＴＡ批准に向け

た審議が行われる。 

 

コモロフスキ大統領，医薬品費還付に関する改正法

案に署名【２３日】 

２３日，コモロフスキ大統領は，１３日に下院にて

可決された，医師による罰則規定を除外した医薬品

費還付に関する改正法案への署名を行った。 

 

ＥＵの新財政協定への署名の見通し【２４日】 

トゥスク首相は２４日，現在検討されているＥＵの

新財政協定がユーロ圏と非ユーロ圏を二分するもの

であれば，ポーランドは署名しない可能性もあると発

言。同首相は，ユーロ圏会合へ参加し，意思決定過

程に参加できると確認できなければ署名はしない

と，既にファン・ロンパイ欧州議会議長に伝えている

と説明。本財政協定は，１月３０日にブリュッセルで

開催されるＥＵサミットにおいて署名される予定。 

 

連立与党，２０１２年予算改正案を提出【２５日】 

 ２５日，「市民プラットフォーム」（ＰＯ）及び農民党

（ＰＳＬ）は，消防士，国境警備隊員，政府擁護局職

員の給与引き上げを盛り込んだ２０１２年予算改正

案を下院に提出。これまでの政府予算案には，警察

官及び軍人に対する給与引き上げのみを計上して

いたが，消防士らからの強い抗議を受け，改めて同

改正案を提出した。 

 

 

外    交 
 

ブマル社，インド企業と装甲回収車２０４台の供給に

関する契約を締結【１９日】 

１９日，ブマル社はインドＢＥＭＬ社とＷＺＴ－３装

甲回収車２０４台の供給に関する契約を締結。契約

金額は約２．７５億ドルで，ポーランドからの兵器輸

出としてはここ数年における最大額。 

 

トゥスク首相，政府専用機墜落事故の再調査必要な

しと発表【２０日】 

１６日に軍検察により発表されたフライトレコーダ

ーの解析結果を受け，政府事故調査委員会メンバ

ー（長：ミレル内務・行政相）が再調査の必要性につ

いて検討していた問題で，２０日，トゥスク首相が「再

調査の必要なし」と発表。 

 

シェモニャク国防相，チェコ国防大臣と会談【２０日】 

シェモニャク国防相は，スハ（Ｓｕｃｈａ：ポーランド

南西部）にて，フォンドリィ・チェコ国防大臣と会談。Ｎ

ＡＴＯシカゴサミットにおける議題，ＥＵ及びヴィシェグ

ラードグループ間の軍事面における協力要領等につ

いて協議。 

 

ババカン・トルコ副首相兼経済相，ポーランド訪問【２

０～２１日】 

 ２０～２１日，ババカン・トルコ副首相兼経済相は，

ポーランドを訪問。パヴラク副首相兼経済相，ロスト

フスキ財務相，シコルスキ外相，ベルカ国立銀行総

裁等と会談し，ＥＵ・トルコ関係，両国の経済協力等

について協議。 

 

外務省，獄中死したキューバの政治犯に弔意を表

明【２１日】 

 ２１日，ポーランド外務省は，キューバの政治犯で

あるメンドーザ氏がハンガーストライキ中に死亡した

ことを受け，弔意文を発表。 

 

アンナ・コモロフスカ大統領夫人，カタール訪問【２１

～２４日】 

２１～２４日，アンナ・コモロフスカ大統領夫人は，

カタールを訪問。障害児に包括的なケア・教育・訓練

プログラムを提供するＮＧＯ（Ｓｈａｆａｌｌａｈ Ｃｅｎｔｅｒ）が

主催する第５回国際フォーラムに出席。ポーランドは

２０１４年から２０年間，カタールからＬＮＧガスを購入

する協定への署名準備を進めており，両国の関係は

緊密化しつつある。 
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シャモニャク国防相，軍検察の文民検察への統合を

了承【２４日】 

２４日，シェモニャク国防相は，ゴヴィン法務相及

びセレメト検事総長との会談において，軍検察の文

民検察への統合を了承する旨伝達。 

 

ポーランド・露対話と和解センター，青年交流プログ

ラムを開始【２５日】 

 ２５日，ズドロイェフスキ文化相は，２０１２年，ポー 

 

ランド・露対話と和解センターが青年交流プログラム

を開始し，予算規模は１０万ユーロとなる旨発表。記

者発表に同席したロトフェルト同センター理事長（元

外相）は，同センターは両国の歴史問題に取り組ん

できたポーランド・露難問委員会の活動から生じたも

のであるが，青年交流プログラムは未来を志向する

ものとなる旨強調。また，アレクセイエフ駐ポーランド

露大使は，「難問」だけでなく，「簡単な問題」に取り

組む委員会も創立したい旨発言。 

 

経    済 
 

ドイツがポーランドの原子力発電所建設計画を中

止させることはない見込み【１９日】 

１月５日にドイツのベルリン議会，ブランデンブル

グ州，メクレンブルグ－フォアポンメルン州が欧州

委員会に対して行った，ポーランドの原子力プログ

ラムの環境影響評価に関する不服申し立てに関

し，クバツキ・ポーランド経済省原子力局長は，ドイ

ツ政府は既にポーランドの原子力プログラムに干

渉しないことを宣言しており，これらの不服申し立て

によって，原子力発電所建設計画を中止すること

はない旨発言。また，同局長は当該不服申し立て

がなぜ欧州委員会に提出されたのか不明である

が，慎重に取り扱い，詳細に回答する旨強調。 

 

発電所建設の遅延【１９，２０日】 

ポーランドは，欧州委員会による新規発電所に

対する無償排出枠付与の承認を待っている。プロ

ジェクトのリストは２０１１年９月に提出されたが，依

然欧州委員会との間で確認作業が継続中で，最終

決定は２０１２年６月になる見込み。これにより，プ

ウノツ（２，０００ＭＷ），オポレ（１，８００ＭＷ）等の

大型石炭火力発電所（計５００億ズロチ相当）の建

設開始は２０１３年以降となり，稼働開始は２０１６

年又は２０１７年以降となる。また，ポーランドの環

境保護団体は化石燃料を使用する電力事業者に

対し法廷闘争を準備中。同団体は既にＰＧＥ社がオ

ポレに計画中の１１６億ズロチ相当の石炭火力発

電所建設に係る環境決定の取り消しを実現してお

り，少なくとも１年間同計画は遅延することになる。 

 

シェール・ガス開発の動向【２０，２４日】 

シェール・ガス開発について，ブルガリアでは，広

範な反対運動を受け，議会が同ガス開発を禁止。

これで，欧州でシェール･ガス開発を継続するのは

ポーランドのみとなった。しかし，コモロフスキ大統

領は，「シェール･ガスはポーランドにとって大きなチ

ャンス」と述べ，環境省もシェール･ガス開発を禁止

することはないとしている。ＥＵ基本条約１３９条は，

加盟国にエネルギー政策の主権を認めており，ＥＵ

レベルで新たな規制が設けられることはないと見ら

れる。環境省はこれまで，１０９件の同ガスの採掘

許可を発行し，うち１３件で掘削が行われた。２０１

２年中には１８件で掘削が行われる予定。これまで

のところ，シェール・ガス鉱床がポーランドに存在す

るとの確かな証拠は出ていない。ポーランド地質研

究所は，米国との協力の下で行われたシェール・ガ

スの埋蔵量に関する調査結果を２０１２年３月に公

表する予定。 

 

独タランクス＆明治安田生命，Ｗａｒｔａ社を買収【２

０日】 

ドイツ・タランクスＡＧ社は，ポーランドのＷａｒｔａ保

険会社をベルギーのＫＢＣグループから買収したと

自社ウェブサイトにて発表。買収完了予定の２０１２

年後半には，タランクス社の提携先である明治安

田生命がＷａｒｔａ社の３０％以上の株式を引き継ぐ

ことになる。この結果，タランクス社は１か月前のＴ

Ｕ Ｅｕｒｏｐｅ社の支配的保有数の株式買収を経て，

今回のＷａｒｔａ社の分を含めると，昨年１～９月期で

７９億ズロチの掛け金を扱う，ポーランド保険業界

第２位の企業となる。 

 

農産物輸出額が増加【２３日】 

２０１１年における農産物輸出額は前年比１２％

増の１３８億ユーロ。経済危機にもかかわらず，ポ

ーランドの農産品輸出の成長はめざましく，過去１

０年間で４倍以上の増加をみせている。農産物輸

出の７８％はＥＵ域内で１０％は主にロシアをはじめ

とするＣＩＳ(独立国家共同体）に輸出されている。最

大の取引国であるドイツに対しては，ポーランド企

業は３１億ユーロ（前年比１１％増）を輸出した。農

産物輸入額も１５％上昇し１１４億ユーロ，輸入の７

０％はＥＵ域内で，特にドイツからが多い。ドイツか

らの輸入は前年比で２２．５％上昇の２６億ユーロ

に達した。 

 

ＣＯ２排出権入札制度の未整備【２３日】 

政府は２０１２年，１，４００万トンのＣＯ２排出権を
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入札で販売することが認められている。これによ

り，予算上は７億ズロチを得ることが見込まれてい

るが，排出権１トンあたりの価格が７ユーロに低下

したため，収入も４億ズロチに落ち込むと見られる。

また，排出管理国家センター（ＫＯＢｉＺＥ）は，２０１３

～２０年のＣＯ２排出権の入札を行うために必要な

制度整備が完了していないことを明らかにしてい

る。ＥＵ規則は，入札制度について規定しているも

のの，各加盟国においても入札実施者や入札によ

って得られた資金の使用用途を定める必要があ

る。 

 

新興国進出企業がポーランドのポテンシャルを高く

評価【２４日】 

デロイト社の調査によると，新興国市場に進出し

ている企業の４５％がポーランドを今後３年間で最

も大きな利益獲得のチャンスがある国の一つであ

ると回答。調査は２０１１年半ばに，中国，インド，韓

国，ブラジル，メキシコ，東欧，ロシア，トルコ，エジ

プト，南アの６２８社の企業の代表に対しオンライン

で実施された。東欧ではポーランドはロシアに次い

で２番目。回答企業は製造業，金融業，サービス・

不動産業，情報技術，エネルギーなど。 

 

経済成長を上方修正【２５日】 

ＥＢＲＤはポーランドの経済成長率について，２０

１１年４．２％，２０１２年２．３％との予測を発表。昨

年１０月の同機関の発表では２０１１年が３．７％，２

０１２年が２．２％であった。さらに，バンクオブアメリ

カ・メリルリンチは，２０１１年の数値をこれまでの

３．８％から４，３％へ，２０１２年の数値を２．６％か

ら３％に上方修正した。同社は，ポーランドの主要

な取引国であるドイツにおいて，予想よりも早い経

済回復が見られる他，民間投資の伸びが専門家の

かつての悲観的な予測を翻意させたとコメント。 

 

ポーランド航空，２０１２年内に民営化を予定【２５

日】 

国有財産省のコボス広報官は，ポーランド航空

（ＬＯＴ）の民営化を２０１２年末までに完了させる予

定であると発表。同省は，買収の可能性がある２つ

の投資先と交渉を開始しており，このうちの一つは

トルコ航空である。第一回目の同省とトルコ航空の

折衝は，２０１１年１２月に行われた。もう一つの投

資先は，企業名の公表を差し控えている。 

 

ＰＧＮｉＧ社によるガス火力発電【２５日】1/25PNB 

国営ガス会社のＰＧＮｉＧ社は，ヴァッテンフォー

ル社からＥＣ Ｚｅｒａｎ熱電併給プラントを買収してお

り，資金とガス・パイプラインへの接続が確保され

れば，２０１７年から石炭に代えてガスによる発電を

開始したいと考えている。当該プラントの発電能力

は４００ＭＷ相当で，年間約５億立方メートルのガス

を消費する見込み。また，同じくヴァッテンフォール

社から買収したＥＣ Ｓｉｅｋｉｅｒｋｉ熱電併給プラントで

も同様の投資を行うことを計画中。ＰＧＮｉＧ社のカラ

ス戦略局長は，ガス設備は環境に対する負荷が小

さく，石炭設備より安価であると強調している。 

  

社    会 
 

コペルニカ小児病院の新病棟オープン【２４日】 

 ワルシャワのコペルニカ小児病院の入院病棟及

び外来が改修され，Ｂ－２棟に移動する。１階は内

視鏡室，外科処置室，泌尿器科検査室，診察室，及

び受付で，２階は３４床の入院病棟。 

 

 

大使館からのお知らせ 
 

ヴロツワフ領事出張サービスについて 

大使館は，３月３日（土）１０時から１３時までの間，Ｈｏｔｅｌ Ｍｅｒｃｕｒｅ Ｗｒｏｃｌａｗ Ｐａｎｏｒａｍａ（Pl. 

Dominikanski 1, 50-159, Wroclaw）において，領事出張サービスを実施します。詳しくは，下記ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/ryoji_sabisu_0112.pdf 

 

東日本大震災義捐金受付について 

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２４年３月３１日（土）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm 
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文化行事・大使館関連行事 
 

〔開催中〕 ボグダン・ズドロイェフスキ文化大臣による写真展 【１２月１６日（金）～１月３１日（火）】 

在ポーランド日本国大使館広報文化センター展示ホールにおいて，「日本 ２０１１年６月１－５日」写真展が

開催されています。撮影者は，東日本大震災後の２０１１年６月に日本を訪問したボグダン・ズドロイェフスキ文

化・国民遺産大臣です。同大臣は日本滞在中に東京のほか，宮城県の被災地を訪問し，各地で強く印象に残

った風景や人物をカメラに収めました。展示は被災地及びその他の地域で撮影した２０点以上の写真から構成

されています。どうぞご来場下さい。 

問合せ先・開催場所：在ポーランド日本国大使館広報文化センター（住所：Al Ujazdowskie 51(４階フロア)，代表

電話：(22) 584 7300，E メール：info-cul@emb-japan.pl 

展示時間：月曜日-金曜日 9:00-17:00（土日・祝日は閉館） 

 

〔開催中〕 浮世絵展「富士山。北斎と広重」  【１月２０日（金）～５月６日（水）】  

クラクフの日本美術技術博物館（通称「マンガ博物館」）において，浮世絵展「富士山。北斎と広重」が開催さ

れています。日本の浮世絵展示の他，日本に関する講演会やワークショップ等が行われます。 

問合せ先・開催場所：日本美術技術博物館（住所：Konopnickiej 26, Krakow，電話：12 267 2703，E メール：

muzeum@manggha.krakow.pl，ホームページ：http://www.manggha.krakow.pl/） 

 

〔予定〕日本ポーランドふろしきデザインコンテスト受賞作品展示【２月２日（木）～２９日（水）】 

在ポーランド日本国大使館広報文化センターにて，「日本ポーランドふろしきデザインコンテスト」の受賞作品

展示が開催されます。同ふろしきコンテストは，国際交流基金と当館共催により，文化・国民遺産省及びワルシ

ャワ美術大学の協力を得て，昨年１０月～１１月に実施されたものです。審査の結果選ばれた１２点の作品を，

広報文化センター展示ホールにてご覧いただくことができます。入場は無料です。 

開催場所・問合せ先：当館広報文化センター（住所：Al.Ujazdowskie 51, Warszawa，電話：22-584-7300， Ｅメー

ル：info-cul@emb-japan.pl） 

 

〔予定〕Ａ－２１ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ａｒｔ Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ展示会【２月１０日（金）～１６日（木）】 

ポズナンにて，ポーランドアーティスト協会主催により，日本人のアーティスト・グループＡ－２１ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ

ａｌ Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎの展示会が開催されます。展示会の他，日本人アーティストによるポーランド学生向けのワーク

ショップ等も予定されています。 

問合せ先：ポーランドアーティスト協会（住所：Szyperska 2, Poznan，電話：61 852 70 17，Ｅメール：

biuro@zpap.lap.pl，ホームページ：http://www.zpap.org.pl/） 

開催場所：PROFIL CK ポズナン城（住所：Swiety Marcin 80/82, Poznan，電話：61 64 65 200，Ｅメール：

sekretariat@zamek.poznan.pl，ホームページ：http://www.zamek.poznan.pl/） 
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。 

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。 

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく, 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。 

 

皆様からの情報提供をお待ちしています 

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。） 

 

【お問い合わせ・配信登録】 

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                             

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。 

在ポーランド日本国大使館 newsmail@emb-japan.pl 

（ご連絡は電子メールでお願いします。） 


